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除菌アルコールスタンドは足踏み式でハンズフリーのため、衛
生的。感染症予防対策として各総合支所入口に配置しています。

　新型コロナウイルス感染症対策に係る市への寄付を
紹介します。いただいた寄贈品や寄付金は、感染症対策
に向け、有効に使わせていただきます。

参加者は授業を終えて下校する児童に「気を付けて帰ってね」と
声を掛けながら、温かく見守っていました。

　「佐沼地区防犯CSR活動企業による子供見守り活動」は
６月１日、佐沼小学校正門で実施され、太田組、石巻ヤク
ルト販売登米センター、宮城県麺類飲食業生活衛生同業
組合迫支部、佐沼警察署から約20人が参加しました。
　見守り活動は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため休業した市内の小中学校の下校時間が、６月１日か
ら通常通りの午後になることを受け実施。企画した佐沼
警察署生活安全課菅原堅

けん

一
いち

課長は「学校が再開すると不
審者の声掛けなどの危険が増えます。子どもたちには、地
域の人たちが見守っていることを知ってもらい、安心し
て登下校してほしい」と思いを寄せました。

　市は県、旭
きょく

洋
よ う

工業製作所（佐野昌
まさ

司
し

代表取締役社長）
と長沼第二工業団地への工場建設に関する立地協定を
結びました。
　同社は、静岡県長泉町に本社を置き、自動車部品、冷
凍機・給湯器部品の製造、プレス金型、自動組立ライン
の設計製作をする企業。東北地方初の生産拠点として
登米工場を建設し、自動車部品の溶接組立業務に取り
組みます。協定書には、新工場建設に係る工事が円滑に
進むように支援することや地元からの雇用に配慮する
ことなど、操業開始に向け相互に協力していく内容が
盛り込まれています。

４月28日に締結した協定書を手にする熊谷盛
も り

廣
ひ ろ

市長。立地協定
式は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止しました。

第21回夢フェスタ水の里は、実際に津山町柳津で起きたまちの移
転とそれを取り巻くさまざまな出来事が題材になっています。

　創作劇公演第21回「夢フェスタ水の里」「『正義』受け継
ぐ者たちへ～津山イナイリュウの伝言～」の上映会が６
月５～７日、登米祝祭劇場で開かれました。
　夢フェスタ水の里は、市内の文化や歴史、人を題材に市
民が手作りする舞台公演。３月に予定していた公演を新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し、収録し
た映像を上映しました。上映会を鑑賞した関野勝

かつ

利
とし

さん
（77）＝津山町元町第二＝は「子どものころに親から聞い
た柳津移転の話を思い出し、懐かしくなりました。上映会
を通して、若い人にも地域の歴史を知ってほしいですね」
と地元の歴史に思いをはせました。

　「登米市就職ガイダンスのDVD収録会」は６月23、24
の両日、中田農村環境改善センターで開かれ、市内企業
25社が参加しました。
　就職ガイダンスは、学生の就職支援と若者の定住促
進を目的に学生や保護者、一般求職者、UIJターン就職
希望者を対象に毎年開催。本年度は新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、対面での説明ではなく、各企
業が会社概要などを紹介する動画をDVDに収録し、配
布することにしました。企業の人事担当者などは、カメ
ラに向かい会社の特徴や取り扱っている製品、一日の
仕事の流れなどを工夫しながら説明していました。

収録した動画は、DVDにして市内や近隣の高等学校へ配布する
ほか、市公式ホームページに掲載します。

人権擁護委員や民生委員児童委員などが協力し、パンフレット
を配りながら、犯罪者更生への理解を呼び掛けました。

　「社会を明るくする運動」に伴う啓発活動は７月１
日、イオンタウン佐沼など市内４カ所で実施され、保護
司会や更生保護女性会など５団体34人が、明るい社会
の実現に向け協力を呼び掛けました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と罪を
犯した人の更生に理解を深めるとともに、犯罪や非行
のない明るい社会を築くことが目的。運動に参加した
婦人団体連絡協議会の澁谷長

なが

子
こ

さん（72）＝南方町裏大
岳＝は「暗い話題が多い今だからこそ、明るく過ごすこ
とが大切。皆さんが楽しく笑顔で暮らせる世の中にな
ることを願っています」と運動に願いを込めました。


